
電源障害が発生時に便利な無停電電源装置の警報接点出力
無停電電源装置（UPS）は、バッテリー、インバータ、および充電回路で構成されています。通常時は充電回路でバッテリーを充電しな
がら、インバータ回路から電力を供給します。停電などの電源障害が発生すると、蓄電されたバッテリーから電力を供給し、接続機器の電
源を維持します。
一般的には電源障害時にアラーム音で通知しますが、無人の場所では気づけない場合があります。UT/URシリーズではオプションの警
報接点カードがあり、バッテリー容量の低下や故障を接点信号で通知可能です。これにより、事前のメンテナンスが可能となり、UPS接
続機器の電源供給を継続的に確保できます。
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特長

出力容量は1.5kVA、2KVA、3kVAの3種類の小型容量をラインナップ

環境や用途に応じてフロントパネルより出力電圧の変更が可能(100～120V、200～240V)

常時インバータ方式を採用し出力は正弦波、負荷率0.7、クレストファクタ≦3まで供給可能

関連製品

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/444/


無停電電源装置（UPS）「URシリーズ」
高効率コンバータを搭載したOA機器電源バックアップ用に最適なラックマウント型の常時インバータ給電方式無停電電源装置です。

さらに詳しく

無停電電源装置（UPS）「UTシリーズ」
高効率コンバータを搭載した主パソコン、サーバー、コンピュータルームなどのOA機器電源バックアップ用に最適なタワー(据置)型の
常時インバータ給電方式無停電電源装置です。

さらに詳しく

https://www.keisoku.co.jp/pw/product/ups/ur/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/ups/ut/

